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2007.06.14

～2013.05.29

更
新

近
代
植
物
辞
書

牧
野
富
太
郎
編
『
牧野

日
本
植
物
図
鑑
』

萩
原

義
雄

は
じ
め
に

「
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
」
っ
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
実
は
牧
野
富
太
郎
博
士
の
蔵
書
が
「
牧
野

文
庫
」
と
し
て
、
今
日
引
き
継
が
れ
来
て
い
ま
す
。
「
牧
野
文
庫
」
に
已
前
窺
っ
て
、
そ
の
膨
大
な
書
庫
の
資

料
を
実
際
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
記
憶
が
く
っ
き
り
と
今
も
甦
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
「
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
akino.or.jp/index.htm

l

に
ま
ず
、
ご
案

内
し
ま
す
。
そ
し
て
、
牧
野
富
太
郎
博
士
の
系
譜

http://w
w

w
.m

akino.or.jp/dr_m
akino.htm

l

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

植
物
画

http://w
w

w
.m

us-nh.city.osaka.jp/tokuten/2001m
akino/m

okam
oto.htm

l

練
馬
区
立
牧
野
記
念
庭
園
、
東
京
学
芸
大
学
「
牧
野
標
本
館
所
蔵
タ
イ
プ
標
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

http://am
eba.i.hosei.ac.jp/B

ID
P/M

akinoC
D

/m
akino/htm

l_j/index0.htm
l

次
に
、
「
牧
野
文
庫
」

http://w
w

w
.m

akino.or.jp/gaiyo04.htm
l

に
保
管
さ
れ
て
い
る
蔵
書
に
つ
い
て
、
眺
め
て
み
ま
す
。
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一

植
物
研
究
と
そ
の
書
物

①
外
国
人
に
よ
る
日
本
植
物
の
研
究

江
戸
時
代
に
日
本
の
植
物
を
分
類
学
的
に
研
究
し
た
人
々
は
、
鎖
国
下
に
外
国
か
ら
日
本
に
や
っ
て
き
た
博

物
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

ケ
ン
ペ
ル
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、
シ
ー
ボ
ル
ト
ら
い
ず
れ
も
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
医
師

た
ち
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
人
の
ケ
ン
ペ
ル
は
、
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
来
日
し
、
二
年
間
滞
在
し
て
帰
国
後

精
密
な
銅
版
図
入
り
で
日
本
の
植
物
を
紹
介
し
た
『
廻
国
奇
観
』
を
出
版
し
た
。

リ
ン
ネ
の
高
弟
ツ
ュ
ン
ベ

か
い
こ
く
き
か
ん

リ
ー
は
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
来
日
、
翌
年
に
か
け
て
滞
在
し
そ
の
研
究
成
果
を
『
日
本
植
物
誌
』
と
し

て
著
し
た
。

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
日
本
に
来
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
医
学
、
動
植
物
学
な
ど
の
分
野
で
我

が
国
に
新
た
な
西
洋
の
学
術
情
報
を
も
た
ら
し
、
自
ら
も
大
量
の
文
物
や
植
物
を
携
え
て
文
政
十
二
（
一
八
二

九
）
年
帰
国
し
た
。

大
著
『
日
本
植
物
誌
』
は
図
譜
の
白
眉
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

幕
末
に
は
東
ア
ジ
ア
植

物
の
権
威
ロ
シ
ア
の
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
や
フ
ラ
ン
ス
人
の
サ
ヴ
ァ
チ
エ
ら
が
日
本
を
訪
れ
、
植
物
を
研
究
し

そ
の
成
果
を
著
述
に
残
し
て
い
る
。

ケ
ン
ペ
ル/

廻
国
奇
観

A
m

oenitatum
Exoticarum

.
E.

K
aem

pfer

著

一
七
一
二

レ
ム
ゴ
ー
刊

か

い

こ

く

き

か

ん

A
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー/

日
本
植
物
誌

Flora
Iaponica

C
.P.Thunberg

著

一
七
八
四

ラ
イ
プ
チ
ヒ
刊

に

ほ

ん

し

よ

く

ぶ

つ

し

B
シ
ー
ボ
ル
ト
＆
ツ
ッ
カ
リ
ー
ニ/

日
本
植
物
誌

Flora
Japonica.

P.
F.

von
Siebold

J.
G

.

に

ほ

ん

し

よ

く

ぶ

つ

し

C

http://www.makino.or.jp/update/eventnews2008.htm
http://www.makino.or.jp/dr_makino.html
http://www.mus-nh.city.osaka.jp/tokuten/2001makino/mokamoto.html
http://www.mus-nh.city.osaka.jp/tokuten/2001makino/mokamoto.html
http://ameba.i.hosei.ac.jp/BIDP/MakinoCD/makino/html_j/index0.html
http://www.makino.or.jp/makino/frame/f_zosho.html
http://www.makino.or.jp/gaiyo04.html
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Zuccarini

共
著

植
物
文
献
刊
行
会

一
九
三
二

東
京

刊

フ
ラ
ン
シ
ェ
＆
サ
ヴ
ァ
チ
エ/

日
本
植
物
目
録

Enum
eratio

Plantarum
in

Japonia
sponte

に

ほ

ん

し
よ

く

ぶ

つ

も
く

ろ

く

D
crescentium

.
2vols.

A
.FranchetL.Savatier

共
著

一
八
七
五-

七
九

パ
リ
刊

マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ/

ア
ジ
ア
の
新
植
物
記
載

D
iagnoses

plantarum
A

siaticarum
I-V

II.C
.J.

E

M
axim

ow
icz

著

一
八
七
六-

一
八
八
八

②
江
戸
の
植
物
学

牧
野
蔵
書
に
は
や
は
り
植
物
関
係
の
版
本
が
多
い
。

そ
れ
も
、
収
書
の
主
富
太
郎
の
嗜
好
に
よ
っ
て
徹
底

的
に
諸
版
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
『
大
倭
本
草
』
は

部
、
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
は
初
版
、
再
版
、
重
修
（
木

12

活
字
）
、
重
訂
が
揃
い

部
、『
植
学
啓
原
』
は

部
の
版
本
が
あ
る
。

諸
版
の
移
り
ゆ
き
が
示
す
現
象
か
ら
、

13

12

学
問
の
あ
り
か
た
す
ら
浮
き
上
が
っ
て
見
え
て
く
る
。

江
戸
期
の
植
物
学
は
、
初
め
て
邦
産
の
植
物
を
意
識

し
て
記
録
し
た
貝
原
益
軒
の
『
大
倭
本
草
』
か
ら
、
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
膨
大
な
検
証
を
経
て
、

『
植
学
啓
原
』
な
ど
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
ゆ
く
。

牧
野
富
太
郎
ら
近
代
植
物
学
は
こ

れ
ら
江
戸
期
の
遺
産
の
上
に
始
ま
っ
た
。

大
倭
本
草Y

am
ato-honzo.

貝
原
益
軒
著
一
六
巻

序
目
一
巻

附
録
二
巻
諸
品
図

上
中
下
大

冊
・

や
ま
と
ほ
ん
ぞ
う

A

22

宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
付
録
・
図
刊
・
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
刊

京
都
永
田
調
兵
衛

重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙Jutei-H

onzo-kom
oku-keim

o.
巻

中

冊

小
野
蘭
山
口
授
・
小
野
職
孝
録

じ
ゆ
う
て
い
ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く
け
い
も
う

B

48

20

井
口
楽
三
訂

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
刊

大
坂

岸
和
田

邸
学
白
鶴
園
版
（
「
岸
藩
文
庫
」
印
ア
リ
）

植
学
啓
原Shokugaku-keigen-yakubun

三
巻

図
（
彩
色
）
一
巻

大
一
冊
宇
田
川
榕
菴
著

天
保

し
よ
く
が
く
け
い
げ
ん

C
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五
（
一
八
三
四
）
刊
、
宇
田
川
氏
菩
薩
楼
版

物
品
識
名B

uppin-shikim
ei

一
巻

拾
遺
一
巻

大
一
冊
（
薄
葉
）
水
谷
豊
文
著

D
物
品
識
名B

uppin-shikim
ei

水
谷
豊
文
著

小
一
冊

文
化
六
（
一
八
〇
九
）
刊

欠
拾
遺
一
巻

E
名
古
屋
永
楽
屋
東
四
郎

③
草
木
図
説

牧
野
文
庫
に
は
飯
沼
慾
斎
の
『
草
木
図
説
』
に
関
連
す
る
資
料
が
種
々
存
在
す
る
。
富
太
郎
が
明
治

（1907
）

40

年
草
部
の
増
訂
版
を
出
し
た
た
め
、
そ
の
頃
集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
部
稿
本
は
、
い
っ
た
ん
官
に
納

め
ら
れ
た
も
の
が
下
付
さ
れ
一
時
田
中
芳
男
の
手
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

富
太
郎
が
増
訂
版
に
取
り
か
か

っ
た
時
田
中
か
ら
譲
ら
れ
た
。

草
部
は
端
本
を
含
め
四
部
を
所
蔵
し
、
慾
斎
自
筆
の
訂
正
文
を
貼
付
し
た
版

も
あ
る
。

ま
た
慾
斎
の
遺
品
や
彩
色
植
物
図
、
版
下
な
ど
も
所
蔵
さ
れ
る
。

草
木
図
説
草
部Som

oku-zusetsu
sobu

前
篇

巻

大

冊

一
部

彩
色

飯
沼
慾
斎
著
・
画

そ

う

も

く

ず

せ

つ

そ

う

ぶ

A

20

20

安
政
三
（
一
八
五
六
）
・
文
久
元
（
一
八
六
一
）
・
文
久
二
（
一
八
六
二
）
刊

草
木
図
説
木
部
（
稿
本
）Som

oku-zusetsu
m

okubu
kohon.

そ

う

も

く

ず

せ

つ

も

く

ぶ

こ
う
ほ
ん

B
飯
沼
慾
斎
著
・
画
（
自
筆
）

巻

大
９
冊
（
巻
１
欠
）

10

リ
ン
ネ
氏
手
稿
訳Linnaeus-shi-shuko

yaku

飯
沼
慾
斎
訳
（
自
筆
）

り

ん

ね

し

し

ゆ

こ

う

や

く

C
新
訂
草
木
図
説Shintei-som

oku-zusetsu

飯
沼
慾
斎
著

田
中
芳
男
・
小
野
職
愨
増
訂

明
治
八
（
一

し

ん

て

い

そ

う

も

く

ず

せ

つ

D
八
七
五
）
刊

巻
（
存
巻
１
～

）
大

冊

大
垣

平
林
荘
飯
沼
龍
夫
版

20

10

10

増
訂
草
木
図
説
草
部Shintei-som

oku-zusetsu

故
飯
沼
慾
斎
著
述

牧
野
富
太
郎
再
訂
増
訂
１
～
４
輯

ぞ

う

て

い

そ

う

も

く

ず

せ

つ

そ

う

ぶ

E

４
冊

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
～
大
正
２
（
一
九
一
三
）
成
美
堂
刊
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④
明
治
時
代
の
植
物
学
書

明
治
初
年
か
ら
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
植
物
学
の
啓
蒙
書
は
、
牧
野
富
太
郎
の
蔵
書
の
出
発
点
と
も
い
え
る
。

自
刻
の
蔵
書
印
を
押
し
、
書
き
入
れ
す
る
な
ど
し
た
手
沢
本
が
多
数
見
出
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
後
年
丹
念
に

追
加
購
入
し
た
も
の
を
加
え
る
と
、
黎
明
期
の
植
物
学
史
を
辿
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

植

物

学

shokubutsugaku

リ
ン
ド
レ
ー
原
著

韋
廉
臣
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
）
編
訳
艾
約
瑟
（
エ
ド

し
よ
く
ぶ
つ
が
く

A
キ
ン
ス
）
続
訳
清

李
善
蘭
筆
述
清
咸
豊
８
（
一
八
五
八
）
序
刊

墨
海
書
館

日
本
植
物
図
説N

ihon-shokubutsu-zusetsu

に

ほ

ん

し

よ

く

ぶ

つ

ず

せ

つ

B
伊
藤
圭
介
著

伊
藤
謙
編

服
部
雪
斎
画
初
編
草
部
イ

大
一
冊
明
治
七
（
一
八
七
四
）
刊

伊
藤
氏
花

繞
書
屋
蔵
梓

草
木
乾
燭
法som

oku-kansekiho

伊
藤
圭
介
著

久
保
弘
道
校

そ
う
も
く
か
ん
せ
き
ほ
う

C
服
部
雪
斎
画

38.2
×

53.2cm
明
治
八
（
一
八
七
五
）
刊

垤
甘
度
爾
列
氏
植
物
自
然
分
科
表

デ

カ

ン

ド

ル

レ

し

し
よ
く
ぶ
つ
し
ぜ
ん
ぶ
ん
か
ひ
よ
う

Dde
C

andolle-shi-shokubutsu-shizen-bunkahyo

一
枚
物50.0

×
152.7cm

田
中
芳
男
訳

明
治
五
（
一
八
七
二
）
文
部
省

博
物
局
刊

植
学
訳
筌Shokugaku-yakusen

小
野
職
愨
訳

明
治
七
（
一
八
七
四
）
文
部
省
刊

※
日
本
初
の
英
・
羅

し
よ
く
が
く
や
く
せ
ん

E
・
日
植
物
学
用
語
対
訳
辞
書
。

植
学
略
解Shokugaku-ryakuge

伊
藤
謙
著

明
治
七
（
一
八
七
四
）

し
よ
く
が
く
り
や
く
げ

F
文
部
省

小
石
川
植
物
園
草
木
目
録C

atalogue
of

Plants
in

K
oishikaw

a
B

otanicalG
arden

明
治
一
〇
（
一
八
七

こ
い
し
か
わ
し
よ
く
ぶ
つ
え
ん
そ
う
も
く
も
く
ろ
く

G
七
）
東
京
大
学
理
学
部
印
行
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二

博
覧
の
世
界

知
の
広
が
り

若
き
日
の
牧
野
富
太
郎
は
、
勉
学
の
心
得
に
「
書
籍
の
博
覧
を
要
す
」
と
い
う
一
節
を
設
け
た
。
そ
の
こ
と

を
、
生
涯
学
問
の
ス
タ
イ
ル
と
し
た
結
果
、
彼
の
頭
脳
に
は
夥
し
い
知
識
が
宿
り
、
そ
の
蔵
書
は
驚
く
ほ
ど
多

様
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。
万
巻
の
書
物
を
博
捜
し
て
、
植
物
の
考
証
や
名
彙
を
論
考
し
た
晩

年
は
特
に
、
「
最
後
の
本
草
学
者
」
と
呼
ば
れ
、
「
書
斎
の
人
」
の
印
象
が
強
い
。

①
地
誌
・
紀
行
〔G

eography
and

Travel

〕

江
戸
時
代
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
絵
入
り
の
名
所
案
内
記
の
類
が
刊
行
さ
れ
て
庶
民
に
人
気
を
博
し
た
。

牧
野

文
庫
に
は
北
は
蝦
夷
か
ら
南
は
琉
球
ま
で
全
国
各
地
の
地
誌
紀
行
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

名
所
図
会
の
嚆
矢

と
い
わ
れ
る
秋
里
離
島
編
著
『
都
名
所
図
会
』
（
一
七
八
〇
刊
）
を
始
め
、
明
治
初
期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た

版
を
網
羅
し
た
特
筆
す
べ
き
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

神
社
仏
閣
、
景
勝
地
を
描
い
た
挿
図
の
中
に
は
、
名

樹
老
木
や
植
物
相
、
生
態
を
う
か
が
う
図
も
見
ら
れ
る
。

全
国
を
採
集
に
歩
い
た
富
太
郎
に
と
っ
て
、
過
去

を
し
の
ぶ
古
い
図
会
の
挿
図
は
関
心
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

夕
張
日
誌
（Y

ubari-nisshi

）
絵
入
り
一
部
彩
色

大
一
冊

ゆ

う

ば

り

に

つ

し

A
松
浦
竹
四
郎
著

万
延
元
（
一
八
六
〇
）
凡
例
刊

多
気
志
楼
蔵
版

北
越
雪
譜
（H

okuetsu-seppu

）
初
編
巻
上
下
、
二
編
巻
一
～
四

大
七
冊

鈴
木
牧
之
著

岩
瀬
京

ほ

く

え

つ

せ

つ

ぷ

B
水
画

初
編
天
保
七
（
一
八
三
六
）
刊

二
編

天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
刊

江
戸
文
渓
堂
丁
字
屋

平
兵
衛
等
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大
江
戸
図
説
集
覧
（O

edo-zusetsu-shuran

）
（
扉
・
御
江
戸
図
説
集
覧
）
彩
色

大
一
冊

橋
本
玉
蘭

お

お

え

ど

ず

せ

つ

し

ゆ

う

ら

ん

C

斎
著

山
崎
美
成
輯
説

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
刊

江
戸

栄
久
堂
山
本
平
吉

大
日
本
土
佐
国
漁
師
漂
流
記
（dainippon-tosakoku-ryoshi-hyoryuki

）
彩
色
図
入
り

小
一
冊

だ

い

に

つ

ぽ

ん

と

さ

こ

く

り
よ

う

し

ひ

よ

う

り

ゆ

う

き

D
鈍
通
子
著

滄
浪
軒
蔵
版

環
海
異
聞
（K

ankai-ibun

）
彩
色
図
入

一
五
巻
首
一
巻

中
五
冊

か

ん

か

い

い

ぶ

ん

E
大
槻
玄
沢
著

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
写

②
文
学
書

Literary
w

orks

若
き
日
の
牧
野
富
太
郎
は
、
勉
学
の
心
得
に
「
書
籍
の
博
覧
を
要
す
」
と
い
う
一
節
を
設
け
た
。

そ
の
こ
と

を
、
生
涯
学
問
の
ス
タ
イ
ル
と
し
た
結
果
、
彼
の
頭
脳
に
は
夥
し
い
知
識
が
宿
り
、

そ
の
蔵
書
は
驚
く
ほ
ど

多
様
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。
万
巻
の
書
物
を
博
捜
し
て
、
植
物
の
考
証
や
名
彙
を
論
考
し
た

晩
年
は
特
に
、
「
最
後
の
本
草
学
者
」
と
呼
ば
れ
、
「
書
斎
の
人
」
の
印
象
が
強
い
。

古
事
記
伝K

ojiki-den

巻

大

冊

本
居
宣
長
著

A

44

44

文
政
５
（1822

）
刊

名
古
屋

東
壁
堂
片
野
東
四
郎
等

万
葉
集
古
義M

an'yoshu-kogi

巻

古
義
総
論
４
巻

枕
詞
解
５
巻

玉
蜻
考
１
巻

品
物
解
４
巻

B

20

人
物
伝
３
巻

名
処
考
６
巻

名
処
国
分
・
座
知
佳
境
付
録
各
１
巻

中

冊

鹿
持
雅
澄
著

明
治
三

30

一
（
一
八
九
八
）
刊

活
版

宮
内
省
原
本

東
京

吉
川
半
七

土
佐
日
記
地
理
弁Tosa-nikki-chiriben

付
地
図
（
彩
色
）

大
１
冊

鹿
持
雅
澄
著

文
久
三
（
一

C
八
六
三
）
刊

大
坂

河
内
屋
吉
兵
衛
等

お
あ
む
物
語O

an-m
onogatari

於
幾
久
物
語
と
合
冊

絵
入
１
巻

D
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大
一
冊

作
者
不
詳

東
海
道
中
膝
栗
毛Tokaidochu-hizakurige

初
編

後
編

三
編
～
八
編

発
端

小

冊

十
返

E

18

舎
一
九
著

享
和
二
（
一
八
〇
二
）
序
刊
～
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
序
刊

江
戸
甘
泉
堂
和
泉
屋
市

兵
衛

大
坂
河
内
屋
太
助

風
流
志
道
軒
伝Furyu-shidoken-den

絵
入

五
巻

中
五
冊

F
風
来
山
人
（
平
賀
源
内
）
著

宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
序
刊

江
戸

南
総
館
上
総
屋
利
兵
衛

通
俗
伊
蘇
普
物
語Tsuzoku-isoppu-m
onogatari

六
巻

中
六
冊

渡
部
温
訳

明
治
六
（
一
八
七
三
）

つ

う

ぞ

く

い

そ

つ

ぷ

も

の

が

た

り

G
序
刊

東
京
渡
部
氏
蔵
梓

③
江
戸
の
文
化
を
し
の
ぶ

The
C

ulturallegacy
of

Edo

牧
野
文
庫
の
和
書
は
江
戸
期
の
刊
本
が
多
い
。

ご
く
普
通
の
庶
民
が
手
に
し
て
い
た
雑
書
の
類
か
ら
は
、

江
戸
の
人
々
の
暮
ら
し
や
風
俗
や
趣
味
嗜
好
が
自
然
に
漂
っ
て
い
る
。

高
い
識
字
率
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
実
用

書
や
娯
楽
本
が
登
場
し
、
江
戸
の
出
版
文
化
は
豊
か
で
あ
っ
た
。

普
通
書
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
が
、
牧
野
蔵

書
の
特
徴
で
あ
り
魅
力
で
も
あ
る
。

④
本
草
書

H
erbalw

orks

人
間
に
と
っ
て
、
健
康
の
保
持
や
病
気
の
治
療
は
最
も
切
実
な
問
題
で
あ
る
。
薬
を
も
っ
ぱ
ら
天
産
物
に
仰

い
で
い
た
時
代
、
薬
草
の
研
究
は
大
変
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
学
問
を
本
草
学
と
い
い
、
こ
れ
が
植
物
学
の
淵

源
で
あ
る
。
牧
野
文
庫
の
和
漢
の
本
草
書
は
、
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
世
界
的
に
も
評
価
が
高
い
。

中
で
も
明
の
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
は
、
唐
本
か
ら
和
刻
本
ま
で

部
に
及
び
国
内
第
一
の
量
で
あ
る
。
こ

23

れ
ら
の
中
に
は
我
が
国
初
の
和
刻
本
や
、
貝
原
益
軒
校
注
の
貝
原
本
、
稲
生
若
水
が
注
釈
し
た
若
水
本
な
ど
貴
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重
な
版
が
あ
る
。
飢
饉
の
際
食
用
に
用
い
る
救
荒
本
草
や
、
健
康
維
持
の
た
め
の
食
物
本
草
な
ど
の
分
野
も
多

く
の
種
類
が
揃
っ
て
い
る
。

⑤
新
し
い
知

洋
学
・
蘭
学

D
utch

Learning,W
estern

Learning

⑥
聖
書
の
数
々

H
oly

Scriptures

青
年
牧
野
富
太
郎
は
、
植
物
学
に
志
を
立
て
て
十
五
の
戒
を
「
赭
鞭
一
撻
」
に
書
き
留
め
た
。
そ
の
最
後
の

し
や
べ
ん
い
つ
た
つ

戒
め
に
「
造
物
主
ア
ル
ヲ
信
ス
ル
毋
レ
」
が
あ
る
。

儒
教
的
合
理
精
神
に
み
ち
た
窮
理
の
説
を
主
張
し
て
曰

く
、

造
物
主
ア
ル
ヲ
信
ス
ル
ノ
徒
ハ
真
理
ノ
有
ル
所
ヲ
窺
フ
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
是
レ
其
理
テ
顕
レ
サ
ル
モ
ノ

ア
レ
バ
其
理
タ
ル
不
可
思
議
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
皆
之
ヲ
神
明
作
為
ノ
説
ニ
附
会
シ
テ
敢
テ
其
理
ヲ
討
セ
サ
レ

し
ん
め
い

バ
ナ
リ
故
ニ
物
ノ
用
ヲ
弁
ス
ル
コ
ト
ハ
外
ニ
明
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
心
常
ニ
壅
塞
丕
閉
シ
テ
理
内
ニ
暗
シ
如
此

よ
う
そ
く

ひ

へ

い

ノ
徒
ハ
我
植
物
学
ノ
域
内
ニ
在
テ
大
ニ
恥
ツ
ベ
キ
者
ナ
ラ
ズ
ヤ
是
レ
之
ヲ
強
求
ス
レ
バ
必
ズ
得
ル
コ
ト
有

ル
モ
我
ノ
理
ニ
通
ゼ
ザ
ル
処
ア
レ
バ
皆
之
ヲ
神
明
ノ
秘
蘊
ニ
託
シ
テ
我
ノ
不
明
不
通
を
覆
掩
修
飾
ス
レ
バ

ひ

う

ん

ふ
く
え
ん

ナ
リ

と
。
そ
の
よ
う
な
富
太
郎
が
実
に
多
数
の
聖
書
を
収
集
し
た
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
れ
も
博
学
を
宗
と
す
る
儒
教
的
な
教
育
思
想
の
結
果
と
考
え
れ
ば
、
納
得
が
い
く
。

⑦
辞
書
の
系
譜

A
C

ornucopia
of

Lexicons

書
物
に
あ
ら
わ
れ
た
動
植
物
名
な
ど
を
、
実
物
（
モ
ノ
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
証
す
る
学
問
を
名
物
学
と

い
う
。

詩
経
の
注
釈
か
ら
興
り
中
国
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
問
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
辞
書
の
源
と
な
っ
た
。

牧
野
文
庫
に
は
、
中
国
字
書
を
代
表
す
る
『
説
文

解
字
』
と
『
爾
雅
』
を
は
じ
め
、
日
本
最
古
の
国
語
辞
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
倭
名
類
聚
鈔
』
な
ど
平
安
か
ら
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江
戸
期
に
か
け
て
の
古
字
書
が
よ
く
揃
っ
て
い
る
。

ま
た
、
類
書
や
『
倭
漢
三
才
図
会
』
な
ど
の
百
科
事
典
、
語
源
、
俚
諺
俗
語
、
仮
名
遣
い
と
実
に
幅
広
い
。

こ
れ
ら
は
、
牧
野
富
太
郎
が
と
り
わ
け
植
物
の
名
前
に
関
心
を
持
ち
、
各
時
代
の
辞
書
事
典
を
揃
え
た
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
初
期
の
英
語
辞
書
群

で
あ
る
。

説
文
解
字
（Setsum

on-kaiji

）

篇

汲
古
閣
説
文
訂
１
巻

六
書
音
韻
表
５

中

冊

漢
許
慎
著

せ

つ

ぶ

ん

か

い

じ

A

15

24

清
段
玉
裁
注

清
乾
隆

（
一
七
七
七
）
序
刊

42

中
国
を
代
表
す
る
字
書
。

漢
の
許
慎
が
九
三
五
〇
字
に
つ
い
て
字
形
か
ら
説
い
た
も
の
で
、
文
字
の
構
成
を
象
形
・
指
示

・
形
声
・
会
意
・
転
注
・
仮
借
の
六
書
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。

本
書
は
清
の
段
玉
裁
の
注
。

明
末
の
蔵
書
家
で
汲
古
閣
と

い
う
図
書
館
を
擁
し
、
名
著
の
復
刻
出
版
を
行
っ
た
毛
晋
が
出
し
た
汲
古
閣
本
。

新
撰
大
日
本
永
代
節
用
無
盡
蔵

堀
原
甫
子
編

天
保
二
（
一
八
三
一
）
刊

し

ん

せ

ん

だ

い

に

ほ

ん

え

い

た

い

せ

つ

よ

う

む

じ

ん

ぞ

う

B
京
都

勝
村
治
右
衛
門
等

節
用
と
は
用
を
節
す
る
、
即
ち
便
利
な
辞
書
の
こ
と
で
、
原
本
は
室
町
時
代
に
成
立
し
た
。

大
衆
に
利
用
さ
れ
て
発
展
し

実
用
百
科
事
典
を
兼
ね
る
。

本
書
は
、
い
ろ
は
別
に
分
か
れ
、
次
に
部
門
別
に
語
釈
が
あ
る
。

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年

の
再
刻
だ
が
、
彩
色
刷
で
大
部
、
図
版
も
美
し
い
。

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書

（Shinsen-nihon-eitai-m
ujinzo

）
初
版

文
久
二
（
一
八
六
二
）
［
洋
書
調
所
］

え

い

わ

た

い

や

く

し

ゆ

う

ち

ん

じ

し

よ

C日
本
最
初
の
活
字
本
英
和
辞
典
。

阿
蘭
陀
通
詞
出
身
の
幕
府
洋
書
調
所
教
官
、
堀
達
之
助
が
編
纂
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
ピ

カ
ー
ド
『
ポ
ケ
ッ
ト
英
蘭
・
蘭
英
辞
典
』
（
一
八
五
七
）
の
英
蘭
の
部
を
底
本
に
、
主
と
し
て
蘭
和
辞
典
『
和
蘭
字
彙
』
の
訳

語
を
採
用
し
て
編
纂
し
た
も
の
。

英
語
は
鉛
活
字
と
印
刷
機
に
よ
る
活
版
、
訳
語
は
木
版
の
整
版
に
よ
る
。
本
文
に
洋
紙
を
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使
用
。

二
〇
〇
部
限
定
出
版
と
い
わ
れ
る
。

牧
野
文
庫
本
は
鼠
に
よ
る
破
損
が
甚
だ
し
い
。

改
正
増
補
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書

堀
達
之
助
編
・
堀
越
亀
之
助
補

か

い

せ

い

ぞ

う

ほ

え

い

わ

た

い

や

く

し

ゆ

う

ち

ん

じ

し

よ

D
慶
応
二
（
一
八
六
六
）

開
成
所

初
版
売
り
切
れ
の
た
め
、
初
版
同
様
、
英
語
を
活
版
、
訳
語
を
木
版
で
印
刷
。
た
だ
し
、
本
文
に
鳥
の
子
紙
を
使
用
。

遊

紙
に
「
此
書
、
普
通
に
あ
る
木
版
英
語
の
も
の
と
異
に
し
て
活
版
の
英
語
な
り
、
蓋
し
木
版
に
彫
刻
す
る
前
に
印
刷
せ
し
も

の
な
ら
ん
と
信
ず

牧
野
富
太
郎

記
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
「
普
通
に
あ
る
木
版
英
語
の
も
の
」
と
は
和
紙
袋
綴
じ
の

慶
応
三
年
版
を
指
す
。

牧
野
文
庫
所
蔵
慶
応
三
年
版
の
一
つ
に
は
「
明
治
の
初
年
之
れ
を
枕
辞
書
と
呼
ん
で
ゐ
た

牧
野
富

太
郎
記
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

大
正
増
補
和
訳
英
辞
林

日
本
薩
摩
学
生

前
田
正
毅
・
高
橋
良
昭
編

明
治
四
（
一
八
七
一
）
上
海
美

た

い

せ

い

ぞ

う

ほ

わ

や

く

え

い

じ

り

ん

E
華
書
館A

n
English-Japanese

Pronouncing
D

ictionary.
Fourth

Edition
R

evised.
Shanghai,

A
m

erican
Presbyterian

M
ission

Press,

一
八
七
一.

編
者
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
堀
孝
之
（
堀
達
之
助
の
息
子
）
ら
と
と
も
に
「
訳
語
欠
漏
ヲ
改
正
編
集
シ
」
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞

典
か
ら
「
緊
要
ナ
ル
者
凡
ソ
八
千
余
語
ヲ
抜
翠
」
し
た
と
い
う
。
英
語
に
は
カ
タ
カ
ナ
に
代
え
て
、

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
式
の

「
音
符
」
と
「
字
綴
」
記
号
を
付
け
る
。

『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
か
ら
数
え
て
第
４
版
と
な
る
。

英
和
対
訳
辞
書

開
拓
使

明
治
五
（
一
八
七
二
）
東
京

小
林
新
兵
衛

え

い

わ

た

い

や

く

じ

し

よ

F
『
大
正
増
補
和
訳
英
辞
林
』
の
模
刻
版
。
木
版
和
装
本
。

出
版
の
趣
旨
は
編
者
の
序
文
（
明
治
５
年
７
月
）
に
「
方
今
皇
政
隆
興

シ
百
度
緒
ニ
就
ク
朝
廷
黒
田
清
隆
ヲ
シ
テ
北
地
ノ

事
務
ヲ
管
セ
シ
ム
是
ニ
於
テ
清
隆
判
官
等
ト
胥
ヒ
議
シ
将
ニ
学
校
ヲ
札
幌
府
ニ
建
テ
専
ラ
人
才
ヲ
育
シ
百
工
ヲ
勧
メ
ン
ト
ス

乃
此
書
ヲ
刻
シ
テ
以
テ
生
徒
ニ
授
ク
ト
云
フ
」
と
あ
る
に
明
ら
か
で
あ
る
。

編
者
の
荒
井
郁
（
郁
之
助
）
は
当
時
、
札
幌
の

農
学
校
設
立
に
向
け
て
明
治
５
年
４
月
に
東
京
芝
の
増
上
寺
内
に
設
置
さ
れ
た
開
拓
使
仮
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
。
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蝦
和
英
三
対
辞
書

J.
B

atchelor

編

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
北
海
道
庁
蔵
板

A
n

か

わ

え

い

さ

ん

た

い

じ

し

よ

G

A
inu-English-Japanese

D
ictionary,

A
nd

G
ram

m
ar.

B
y

TheR
ev.

John
B

atchelor.
C

hurch
M

issionary
Society.H

akodate.Printed
For

The
H

okkaido
C

ho
B

y
Y

.K
um

ata.Tokyo.1889.

編
者
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
一
八
七
七
年
に
来
日
し
、
一
八
八
二
年
よ
り
イ
ギ
リ
ス
聖
公
会
の
ア
イ
ヌ
宣
教
師
と
し
て
ア
イ
ヌ
研

究
と
ア
イ
ヌ
伝
道
に
従
事
。

本
書
の
序
文
は
北
海
道
庁
長
官
永
山
武
四
郎
、
印
刷
者
は
熊
田
宣
遜
。

三

植
物
図
譜
の
世
界

牧
野
富
太
郎
は
、
植
物
分
類
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
第
一
級
の
植
物
画
家
で
も
あ
っ
た
。

画
技
の
修
練
の

た
め
、
あ
る
い
は
研
究
に
必
要
と
し
て
集
め
ら
れ
た
植
物
図
譜
に
は
多
く
の
名
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

①
愛
藏
の
和
蘭
植
物
学
書Favorite

D
utch

B
otanicalStudies

四
万
五
千
冊
の
蔵
書
を
擁
し
た
牧
野
富
太
郎
が
、
と
り
わ
け
愛
し
た
書
物
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
舶
載
さ
れ
た
古
渡
り
の
書
物
、
ハ
ウ
ト
ゥ
イ
ン
や
、
オ
ス
カ
ン
プ
、
そ
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
か
ら

持
ち
帰
り
西
洋
に
根
付
い
た
植
物
を
載
せ
た
園
芸
雑
誌
な
ど
、
い
ず
れ
も
オ
ラ
ン
ダ
の
植
物
学
書
で
あ
る
。
か

つ
て
牧
野
富
太
郎
が
創
刊
し
た
『
植
物
研
究
雑
誌
』
は
、
昭
和

年
富
太
郎
の
米
寿
を
祝
っ
て
記
念
号
を
出
し

24

た
。
こ
の
中
に
「
牧
野
博
士
一
夕
話
」
と
し
て
富
太
郎
か
ら
聞
き
取
り
し
た
植
物
学
に
関
す
る
四
方
山
の
談
話

を
載
せ
て
い
る
。
愛
蔵
書
の
話
し
は
そ
の
一
話
で
あ
る
。

晩
年
の
牧
野
富
太
郎

富
太
郎
が
愛
蔵
し
た
オ
ラ
ン
ダ
植
物
学
書
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我
が
愛
蔵
の
和
蘭
植
物
学
書

古
い
和
蘭
の
植
物
学
書
に
シ
ー
ボ
ル
ト
等
の
手
に
よ
っ
て
輸
出
さ
れ
た
日
本
の
植
物
の
記
事
が
載
っ
て
い
た

り
す
る
の
は
大
変
懐
か
し
い
も
の
だ
。

こ
の
様
な
書
物
の
中
で
下
記
の
も
の
等
は
嬉
ん
で
所
蔵
し
て
い
る
。

A
nnalesd'

H
orticulture

et
de

B
otanique.

5
vols.,

W
.

H
.

de
V

riese
:

Tuinbouw
-Flora

2
vols.,

C
.

A
.

J.
A

.
O

udem
ans

:
N

eerland's
Plantentuin

3
vols.

ま
たF.

H
outtuyn

:
N

atuurlyke
H

istorie
20

vols.

（
原
文
の
マ
マ
）
こ
の
ホ
ッ
タ
イ
ン

の
書
は
曾
て
田
中
芳
男
先
生
か
ら
全
部
貰
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
書
中
の
画
に
特
に
手
彩
色
が
施
し
て
あ
っ
た
。

も
と
徳
川
時
代
の
駿
府
の
学
校
に
在
っ
た
も
の
だ
と
謂
わ
れ
る
。

ひ
と
年
田
中
芳
男
先
生
の
七
八
記
念
展
覧
会
の
あ
っ
た
時
、
十
冊
だ
け
を
私
が
出
品
し
た
が
、
其
の
後
田
中

家
か
ら
東
大
の
図
書
部
に
先
生
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
た
時
、
一
緒
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
、
今
手
元
に
は
残
り
の

十
冊
し
か
な
い
。

こ
の
他
、
愛
蔵
の
も
の
と
し
て
は
、O

skam
p

のA
fbeeldingen

derA
ryseny-G

ew
assen

が
あ
る
。
今
一
つEttinghausen

und
Pokorny

のPhysiotypia
Plantarum

A
ustriacarum

10
vols.

が
あ
る
。

こ
の
書
は
竹
中
要
博
士
か
ら
譲
っ
て
貰
っ
た
も
の
で
、
日
本
に
は
四
部
か
五
部
位
し
か
な
く
、
大
抵
前
半
の

５
冊
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
拙
宅
の
も
の
は
十
冊
（
全
部
）
揃
い
で
大
い
に
自
慢
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

書
物
で
植
物
を
顕
わ
す
技
術
は
実
に
特
色
の
あ
る
も
の
で
、Et-tinghausen

博
士
も
羊
歯
な
ど
の
書
物
に
は
皆

こ
の
技
術
が
用
い
て
あ
る
。

東
北
大
学
の
木
村
有
香
博
士
も
こ
の
技
術
の
書
物
を
大
分
集
め
て
お
ら
れ
た
。

（
「
牧
野
先
生
一
夕
話
」
よ
り
「
植
物
研
究
雑
誌
」
第

巻
第
１
～

号

昭
和

所
載)

24

12

24

②
海
外
の
植
物
図
譜

W
estern

Illustrated
B

otanicalB
ooks

図
は
文
章
よ
り
も
植
物
の
形
の
真
を
伝
え
る
。

植
物
学
、

特
に
植
物
分
類
学
に
あ
っ
て
は
、
図
は
重
要
な
役
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割
を
果
た
し
た
。

遠
く
離
れ
た
国
々
に
存
在
す
る
種
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

牧

野
富
太
郎
は
ま
た
自
ら
植
物
画
を
描
い
た
。

こ
の
た
め
図
描
の
手
本
と
し
た
植
物
画
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

植
物
学
者
と
画
家
と
両
面
を
備
え
た
富
太
郎
の
目
に
か
な
っ
た
植
物
図
譜
の
一
端
で
あ
る
。

③
日
本
の
諸
仏
図
譜

Japanese
Illustrated

B
otanicalB

ooks

日
本
の
植
物
画
の
歴
史
は
、
中
世
の
『
馬
医
絵
巻
』
か
ら
始
ま
る
と
い
う
。
薬
用
と
い
う
使
命
を
帯
び
た

植
物
は
、
ま
ず
何
よ
り
正
し
い
同
定
を
必
要
と
し
た
。

同
定
を
誤
れ
ば
薬
効
が
な
く
、
毒
草
を
用
い
れ
ば
生

命
を
危
う
く
す
る
。

見
分
け
の
た
め
に
描
か
れ
た
図
は
し
だ
い
に
正
確
、
詳
細
と
な
っ
た
。
一
方
元
禄
の
頃

よ
り
園
芸
趣
味
が
興
隆
し
、
植
物
の
美
し
さ
や
珍
奇
さ
が
人
々
を
と
ら
え
た
。

そ
し
て
江
戸
の
後
期
に
新
た

な
西
洋
の
知
が
伝
わ
る
と
、
植
物
そ
の
も
の
の
姿
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
観
察
と
写
実
を
重
ん
じ
る
博
物
画

の
ジ
ャ
ン
ル
が
誕
生
す
る
。

本
草
図
譜H

onzo-zufu

A
花
彙K

ai

B
草
木
花
実
写
真
図
譜Som

oku-kajitsu-shashin-zufu

C
絵
本
野
山
草Ehon-noyam

a-gusa

D
増
補
地
錦
抄Zoho-chikin-sho

ぞ

う

ほ

ち

き

ん

し

よ

う

E
草
木
錦
葉
集Som

oku-kinyo-shu

そ
う
も
く
き
ん
よ
う
し
ゆ
う

F
草
木
雑
品
録Som

oku-zappin-roku

G・
亜
墨
利
加
草
類
画
（
稿
本
）A

m
erika-sorui-ga

あ

め

り

か

そ

う

る

い

が

有
用
植
物
図
説Y

uyo-shokubutsu-zusetsu

H
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四

牧
野
富
太
郎
の
著
書

①
『
植
物
知
識
』
講
談
社
学
術
文
庫

○
そ
し
て
そ
の
ミ
カ
ン
は
、
そ
の
毛
の
中
の
汁
を
味
わ
っ
て
い
る
、
と
聞
か
さ
れ
る
と
み
な
驚
い
て
し
ま

う
だ
ろ
う
が
、
実
際
は
そ
う
で
あ
る
か
ら
お
も
し
ろ
い
。

○
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
と
は
野
原
で
蛇
の
食
う
莓
の
意
だ
。

②
『
日
本
植
物
志
図
篇
』

③
『
植
物
一
日
一
題
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
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